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Enun≡菜 (un･1 +un一了 2un ,一叢 unN(一首≦n<芸)
( 1)
(2)
と導かれ るO 基準振動においては unは時間 七に unCX,eia)七と依存 し









をチ与られた･tmn‡をもつ系の d･egree of localization と定義す るO
ただしunは (51の解で, IJ+(W) 隼 対 して uo= 0･ul=-1なる特解･










zn = un/un_1 (6)
で定義すると (5Ll/ (2)より (zl(--)iZ2･Z5∴ ∴‡は仮定 (5')12)0
ために単純マルコフ鎖を作 っている｡ 単純マルコフ鎖に対する大数の法則
より
i+(W) - NCi:妄 - uNi
_N
･- _li一 ::垂::.:,- 二 一
(7)
は確率 1で存在し,このマルコフ過程が唯一つのエルゴー ド部分 よりなると
きは確率 1で
IJ+(Q') = <L+(a)> (8)
であるこ･とが知れている｡
任意の p(m)について上記エルゴ- ド仮定が成立つかどうかはよく判 って




問題があもようであるが,Hori,Minamiの計算機実験 では (8- は大
体成立しているようである｡
エルゴー ド仮定が成立して Zn が n-… で極限分布をも′っとする とa'-0
の極限で Znの極限分布のみたす積分方程式を解 ('ことにより




< m> - J'mp(m)dm









を求めた 透過波の振巾と入射波の放巾の比を exp 〔- Na長(a')lとする.とき､,彼は
14)
大軸分の Q'について eim aN(0')> 0なることを示したが,HoriはこのN-.･∞
量 と T-+(CD) との関係を調べ･ Nfj£ aN('J)> 0ならば L･(a)> 0と
なることを示 した｡
これよノ/りわれわれの不規則鎖の集団においては任意の 由 に対 し確率 1で














しかし L + (a')> 0なるとき (5 ) の有界な解は
n隻 ｡ unI/eqL+(州 ) - o(1) I (.5L?A
であることは容易に証明されるQこのことから十分大きいが有限な系で,固i:コi:ヨi:■コ
有関数が空間的に ordQr2/L51(雪うな る巾をもって局在す畠ことが導かれ7)












mNuN = 冗(uN-1-uNト KuN-ぷuN-lmNuN+fN(i)
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?
で代表S･煎 る･oA･熟浴･と､の接触握勝野係数 )と不規則力 fi(ち) (j=1,N)
で表わされ
fJ( ち) fJ′ (七′) = 2 kB T J･ヰ8 J･ j′8 (ち-1′) ( 15 1










ただし Ⅹyn/tVnは第 y番目の基準準助における軍n番目の原子の変位で t
慧 Ⅹリ,I Xリ′n=､∂-,, 莞ⅩU,nxy,n′=Srln, (17)
と短絡壇交化されている｡
一方熟浴 より単位時間に系に流入する熟畳は
9 - m両 等-i.2}
で与えられる｡











不規則な質塵分布を もーつ とき路 (_1る･)に関連 して述べた予想と (8), (91
むこより
･三n-÷a w三exp (- α頼 n-n y‖ gリ(n) (2.)
gy(n)= 0(1)



















(ilの場合熱流は △T/好 に比例し熱伝導率は N-- で 0(挿)で発散
する｡このことは全部でN値の基準振動の申 o(拝 )は空間的に局在してい
ない WaVe-likemodeとなり;そのよノぅな mode.のみが熱伝導率に寄与
し,しか もその modeによる熟流が規則鎖 と同様 .△Tに比例 していると考




伸 の場合は N---Jで W- 0 となる m｡d主はなし､ので,すべての modeは
空間的に局在 し,ために熱伝導率は Oを′こ もend すると考えられるO
非肇和カが存在する場合(目について計算機実験では熱伝導率は反って増加




た くな り, N1-,-ではそれよりの寄与は無視 されるOか くて 川)本質的にす
べての mod,eは非摂劫系では局在 しており,非調和力に よって局在したmode




Ⅴ = A ∑
n(un+1- ㌔ )5



















1) p.W.Andersotn,Phys.Rev.109 (1958), 1492
2) N.F.Molt and W.D.Twose,AdlV. ln Phys.10 (1961),
107




6) p･Dean and 隼 口･Ba晶 ･proo･phys･Soc､･領 (11965)I
642




9) R･E･Borland,PFOC･Roy･ So?IA 274 (1965)I529
10) R.E.Borland and N.F.Bird,Proc.Phys.Soc.85
(1964),25
ll) J.Horiand S.Minami,牧proc.In℃.Cons.on Locali-




12) Doob,てis-tc,Jhas+Jic Processes" (Jof〕n Wiley Sons,New
york,19551),p.218
15う Rubirl,Prepri.nも
し4) I .Hゥri, 物研 日〕(1フr:13),NrJ.2,p.95
15) E.C.TibChlnar.Sh ; てこ mdige,nf･une･uion 批 pF､77.鳥 (つnS'^ (0ユこforcl,
1962う pari.1
ト,:') T.Asahi,Suppl.PTOg.Theor.苧hy:73｡No ､56'(′言966㌦ 55
17)I fi二Naka乙aWa,Frog. Theor. Phy.-I;, 59 (lラl:581,25LS,
-F41-
